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 今日は、医療経済、政策研究者３人と雑誌編集者２人、それと官僚２人、政治家 1 人と会

ったり連絡したりした。彼らは、揃って、日医副会長の次の会見を笑っていた。 

 

「消費税増税の時ではない」、医師会が見解。 

2008/10/27, 日本経済新聞 朝刊, 3 面 

 日本医師会は二十六日の代議員会で、社会保障財源の確保を狙った消費税増税について

「現在の政治情勢や経済状況、国民の意識を踏まえれば、今は（訴える）タイミングではない」

（宝住与一副会長）との見解を示した。特別会計などによる財源捻出（ねんしゅつ）が先との立

場だ。 

 

 日医が、政治情勢をはじめ、経済状況のこと財政のことをどれだけ分かっているのやら。

彼らのシンクタンクである日医総研が日医のガンと化していると、今日会ったり連絡しあ

ったみんなが思っていることを、日医はどれほど理解しているのやら。日医総研が日医の

幹部に与える情報が、どれほど KY であることを、彼ら日医の幹部はどれほど知っているの

やら。 

 

 11 月 19 日に「経済成長と医療政策のあり方」について、日医の医療政策会議で講演をす

るように頼まれているけど、「社会保障財源の確保を狙った消費税増税について「現在の政

治情勢や経済状況、国民の意識を踏まえれば、今は（訴える）タイミングではない」（宝住

与一副会長）との見解を示した。特別会計などによる財源捻出が先との立場だ」という答

えが、日医側では既に決まっているんだったら、講演を断るよ。 

 

 日医をはじめとした医療団体（保団連、保険医協会、民医連等）や医療界のオピニオン

リーダー達（本田宏先生等）が、消費税反対、埋蔵金大賛成というバカなことばかり言い

続けてきた結果、今や、永田町や霞ヶ関では、消費税の引き上げに成功しても、医療には

回さないでおこうという空気が充満し始めていることに気づかないなど、ただの戯
たわ

けだな。 



 

 関東甲信越都道府県の医師会会長・副会長、それと日医唐澤会長・常任理事が勢揃いし

た 9 月の「関東甲信越医師会連合会定例大会」の講演で話したように、とにかく医療の再

建をはじめ、公共サービス全般の再建を図ろうとしている人たちの邪魔をしないでくれ。 

  

2007 年 12 月末脱稿の文章 

社会保障に関わる人の中で、たとえば医療従事者のような人たちは、2008 年、い

かなる選択肢をとるべきか。もし、租税・社会保険料の負担増が実現した場面での

一番の論功行賞を求めたいのであれば、第一の立場――社会保障に使途を限定

した租税・社会保険料の負担増を言う者――を支持するべきであろう。ここで、第二

の立場――政府の無駄を削除して財源を確保すると言う者――を支持してしまうと、

政治家間での厳しい権力闘争を経てようやく実現される負担増分からの取り分は嫌

が上でも少なくなる。長い目でみればいずれ第一の立場にいる者が勝つとはいえ、

第一の立場にいる政治家は、2008 年、この国では相当に丌利な立場におかれるこ

とは見えている。次期選挙で手傷を負う者もかなりの数出てくるであろう。そうした犠牲

を払ってでも、2008 年、いや、その先の将来にでも、万が一社会保障に使途を限定

した租税・社会保険料の負担増が実現されたとき、第一の立場を貫いた彼らは第

二、第三の立場を支持して自分たちの足を引っ張り続けてきた者達を厚遇するのだ

ろうか。「小泉構造改革に反対した医師会への報復措置」という仮説に立てば小泉

政権下での医療政策を容易に理解できるように、負担増を言う政治家が、仲間の

多くに手傷を負わせた負担増反対論者たちに好意的でいられるはずはない。人間

の感情とはそういうものだと思うし、そうした感情と政治はまったく独立には動き得ないも

のであろう。 

「新春論壇 社会保障関係者、2008 年の選択――国論三つ巴となる財源調達論」『週

刊社会保障』No.2463, January 2008 Volume62, 52～53 頁 

 

ただ私がここで言いたいのは、医療費を上げようとなった時に、“あの財源はよろし

くない”というような否定形の議論は、医療再建の足を引っ張ることにつながりかねな

いということです。累積債務を含めた日本の財政事情を考えると、この国はそんな贅

沢がいえるような余裕のある国ではありません。さらに言えば、医療に回ってきそうにな

いから消費税の負担増に反対するということは、社会保険という財源をもたない保

育・教育政策を救う道さえ閉ざすことにもなると思います。 

「生かすべきは社会保障の再分配機能――理想社会の実現に向けて財源論議を」

『Vision と戦略』2008 年 6 月号 保健・医療・福祉サービス研究会発行, ３頁 

 めずらしくまともなことが書かれている次の社説でも読んで、勉強しておいてください

http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/syakaihosyo_shinsyunrondan.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/Vision0806_Interview.pdf
http://hifsk.co.jp/form/order/syousai.jsp?id=71


ませ。 

 減税財源―埋蔵金でも国債でも同じ（10 月 22 日付・朝日新聞） 

 医療費の推計―負担増へ工程表を示せ（10 月 24 日付・朝日新聞） 

 消費税アップ―麻生首相は本気を示せ（10 月 25 日付・朝日新聞） 

 税制改革工程表 「中期財源」は消費税しかない（10 月 27 日付・読売社説） 

 

それとこれもどうかな（2008 年 10 月 4 日『日経新聞』）。 
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するべし――アメリカよりも GDP に占める租税社会保障負担の割合が小さくなったらしい 
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http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare176.pdf

